
III 非木材林産物の将来と熱帯林の維持 

Kunstadler, P . (1978）はタイ北部の山岳少数民族ルア（Lua）の 

人々は967種（変種を含む）の動植物を村落周辺から採取してきたが、 

そのうち295種は食糧として、123種は薬用、79種は建築、75種をデコレ 

ーション、33種を織物や染料、29種をフェンス、27種を燃材、 8種を毒、 

5種を昆虫忌避剤として利用したと述べている。 

いわゆる原住民・先住民といわれる人々が、その衣食住すべてを森林 

に頼っていることからもわかる通り、森林に多様な産物、すなわち非木 

材林産物が存在することは確かである。貨幣をもたない伝統的な狩猟・ 

採取民といわれる人々はそれほど多くないはずだが、 Beer, J. H . de 

& M . J. Mcdermott (1989）は東南アジアに限っても日常必需品の 

かなりの部分を森林から得ている人々（森林居住者）は最低2,700万人い 

ると述べている。都市域、あるいは純農村地域を除いて、近くに森林が 

存在する地域では、きわめて多くの人々が、薪炭・食品など日常生活必 

需品の一部を森林から得ていることは確かであろう。 

Chuntanaparb, L . et a!. (1985）はタイでは100万世帯が180人日を 

森林から得られる食糧で生活し、さらに300万世帯が60人日を森林から 

の食糧で生活していると述べている。 

このような視点からすれば、これらの人々が採取する森林産物を貨幣 

に換算してみれば、森林を伐採し、木材として販売するより、森林を保 

存し、そこからさまざまな産物を得る方が、経済的にも有利で、地域の 

多くの人々の生活を支え得るということができる。各地でこのような試 

算がだされるようになってきた。 

狩猟あるいは漁労での主要な蛋白源としてのけものや魚の捕獲量の正 

確な把握は困難であるが、サラワクでの研究ではイノシシ・シカを主と 

する野生動物からの肉はサラワク全体で年18,000トン、金額に換算して 
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1億マレーシア・ドルにもなると推定されている。採集効率から考えて 

も、魚をとる方が確実なので、魚はもっと捕獲されていることになろう。 

森林からの利益が地域住民に直接還元されるか、国庫収入とされるか 

のちがいになるということだが、土地所有権も含めて、このことがサラ 

ワクなどでの森林伐採をめぐっての地域住民と政府との衝突の最大の理 

由であろう。 

BurkilL L . H . (1935）はマレー半島での経済的林産物を、すでに 

乙432種もあげている。民族植物学（Ethono-botany) でのいわゆるイ 

ンベントリー（Inventory) によって、さまざまな植物の利用方法がわ 

かり、地域ごとでのそのちがいなどを知ることができるようになった。 

と同時に、そのことによって、さらに、熱帯林が医薬用・食用などとし 

ての大きな潜在的利用価値をもっていることが認識され、実際にすぐに 

利用できそうなものもみつかっている。アマゾンのマメ科樹木 

Co1'a施m langsdoがの幹に傷をつけ採取される可燃性油は6 カ月で20 

リットルにも達するとされ、ローカルには灯油代替として利用されてい 

るという。 これを大規模に植栽し、可燃性油を生産しようという考えが 

でているらしい。しかし、林業的にこれらの有望な産品を生産するには、 

もう少し時間がかかる。すなわち、どのくらいの経済的価値を持つのか、 

その生産・販売をいかにすればいいのか、といったことにはまだ結びつ 

いていない。 

非木材林産物が、評価されない、あるいは十分に認められない理由に 

ついて、Panayotou, T . & P. S. Ashton (1992）は次の項目をあげ 

ている。 

1, 適切な情報、とくに経済的情報や統計データが不足している 

2‘ わずかの例外を除いて、世界的な市場が確立されていない 

3‘ 製品の不安定供給と適正な品質の基準ができていない 

4． 加工・貯蔵技術の不足 
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5． 人工代替産品の存在 

6． 人工林からの生産をはかる場合、生産規模とその経済性の問題 

7． 大規模投資に対する公的資金助成の偏見 

また、FAO (1991）も同様に、これまで非木材林産物の開発を阻害 

していた理由として、 

1． 野生生物の利用に対する偏見・毛嫌い 

2． 国家経済に刈する非木材林産物の価値の認識の欠如・不足 

3， 山村経済の中で非木材林産物のはたしている役割への理解不足 

4． 自然産物よりバイオテクノロジー産物をよしとする偏見 

5． 低コストでの合成代替品の存在 

6． 情報、 トレーニングの不足 

などをあげている。 

確実に指摘できることは、非木材林産物の生産量に関する統計資料の 

不足である。採取、取引、加工にかかわる雇用者数、生産量、国内での 

消費量、輸出量に関する統計である。詳細な生産量の把握がきわめて困 

難なことは理解できるが、それにしても、データがない。FAOの発行 

しているFAO Year Book (Forest Products）にも、木炭の生産量に 

ついての簡単な資料が掲載されているだけである。ほぽ唯一といってい 

い資料はインドネシア林業省が発行しているStatistik Kehutanan 

Indonesia (Forestry 翫atistics of Indonesia）である。ここ数年のイ 

ンドネシアでの主要な非木材林産物の生産量・輸出量を表8 . 9に示し 

た。 
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表0 インドネシアにおける非木材林産物生産量 

1986/87 1987/89 1988/89 1989/90 1990/91 

シラップ（枚） 38,6妬.926 19,174,000 7,777,600 - ー 

木炭（トン） 認，145 23,632 19,832 23,678 49,613 

&H (Sm) 442,380 404,881 356.699 9,948 27,169 

ラタン（トン） 143,716 199,144 74 ,210 101,702 52,171 

テンカワン（トン） 600 15,977 2,587 ー 

ロジン（トン） 16,094 雛，807 31,858 29,763 38,160 

テレーピン油（リットル） L413,852 4,006,2別 5,262,386 1,741 2,191 

カュ7'テjIIi ( II ) 176,792 178,507 207,822 87,199 167,646 

－絹糸(kg) 7,453 4,782 12,61.6 - ー 

タケ（本） 4 .925 10,463 17,踟2 - ー 

ダマール（トン） 350,384 3.179 3,580 6,307 10,496 

(1989/1990, 199(）ノ1991は中間報告） 

表9 インドネシアからの非木材林産物の輸出量 

1987 1988 1989 

ラ タ ン 71,558 84,055 37,444 

木 炭 32,581 27,901 34,853 

ニッケイ 5,643 13,439 12,183 

コパール 2,642 1,836 1,234 

ダマール 572 3,044 259 

テンカワン 172 629 

ジュルトン 513 2,110 3,462 

その他 18,350 43,248 35,740 

単位（トン） Stat為tik Kehutanann Indonesia (1989/1990) 1991 
1990/1991 (1992年版）には統計はでていない 
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表 8 インドネシアにおける非木材林産物生産量

1986/87 1987/89 1988/89 1989/90

シラップ (枚)

木炭 (トン)

燃材 (Sn“

ラタン (トン)

テンカワン (トン)

ロジン (トン)

テレピン油 (リットル)

カユプテall( 〃 )

柵糸 (kg)

タケ (本)

ダマール (トン)

38,646,926 19,174,000 7,777,600

32,145 23,6:{2 19,832

442,38{) 40‘1,881 356,699

143,716 199,144 74,210

600 15,977 2,587

16,094 24,807 31,858

1,413,852 4.006,284 5,262,386

176,792 178,507 207,822

7,453 4,782 12,6ー6

4,925 10,46:~ 17,892

3‐50,384 3,179 3,580

23,678 49,613

9,948 27,169

101,702 52,171

29,763 38,160

1,741 2,191

82,199 167,646

6,307 10,496

1990パー1

(1989/199{),1990/1991は中間報告)

表 9 インドネシアからの非木材林産物の輸出量

1987 1988 1989

ラ タ ン 71,558 84,055 37,444

木 炭 32,581 27,901 34,853

ニッケイ 5,643 13,439 12,183

コノぐ一ノレ 2,642 1,836 1,234

ダマール 572 3,044 259

テンカワン 172 629

ジユル トン 513 2,110 3,462

そ の 他 18,350 43,248 35,740

単位 (トン) Statistik Kehutanann lndonesia(1989/1990)1991
1990/1991(1992年版) には統計はでていない
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しかし、タケがわずか4,925-17,892本 低alk）というのは少なすぎ 

る。自家消費・小規模家内工業での消費も確かに多いので、生産量の把 

握はきわめて困難なことはわかるが、それでもこんな数字を入れておく 

のは、他のデータまで、その信頼性を失わせる。タイではタケの生産量 

は1978~ 1983年の統計で5,000-6,000万本、13 -18万トンとされ、この 

うち、3,000 -7,000トンが輸出されている。 

問題点を指摘した上で、FAD (1991）は非木材林産物開発を促進す 

る条件として、 

1． 天然資源に対する信頼の確保と、輸出を阻害している対外的・国内 

的諸条件の除去 

2． 国家・地域経済、そして環境保全に対し、非木材林産物開発でもた 

らされる利益に関する広報の拡大 

3. 西欧諸国でのグリーンムーブメントによる新しい市場、移民・移住 

によっての新しい民族的市場の確保 

4. 医薬・工業原料としての新しい生物化学物質の探査をあげている。 

また、これら非木材林産物の生産拡大には、FAOなど林業関連機関 

だけでなく、食糧に関しては農業・食糧関係、飼料に関しては畜産、薬 

用・医薬に関しては医学・製薬、マングローブに関しては水産関係、さ 

らに、地域開発・地域振興にはさらに多くの機関が関与しているが、こ 

れらとの緊密な連携が必要であると強調している。 

本書で述べたように、実際に多様な非木材林産物が生産され、それは 

私たちの身近なところで使われている。しかし、それらがどのように生 

産され、どのように流通しているかは、十分には把握できない。有望な 

非木材林産物を生産可能な地域で生産してみようとしても、その生産・ 

加工技術、さらには安定した流通ルートを持たないかぎり、それらは商 

品とはならない。FADが指摘しているように、情報・データ収集とト 

レーニングなどに対して公的機関の援助が必要である。しかし、たとえ 
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ばラタンのような有望な林産物を、その栽培可能地域でー斉に生産すれ 

ば、それは確実に値下がりをもたらす。わが国で行われているような、 

一村一品の特産品を生産するのも、賢明な選択であろう。はっきりした 

データは得られないものの、タイでは染料のうち天然染料はもう5 ％以 

下だといわれたリする。その意昧では天然染料は合成染料にとって換わ 

られ、もう望みはないとも解釈できよう。しかし、その5％がある特定 

の地域で、その地域特産品として生産され、それに対応する確実な需要 

があるのであれば、全く望みがないというのは当たっていないであろう。 
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の産物に注目し、それぞれの地域において、森林からどんな産物を、ど 

のように生産・栽培し、どのように取り出せば、森林が維持でき、生産 

が持統でき、地域社会が発展できるかを考えればいいのである。そんな 

視点を持った上で、どんな木材林産物が利用されているのか、どんな非 

木材林産物が注目されているのか、その生産・利用の実態、地域社会と 

の関連について、さらに知識を深めておく必要があろう。 

同時に、木材と同様、それら多様な非木材林産物がわが国輸人され、 

私たちの身近なところに使用されていることを十分に認識しておく必要 

がある。 
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